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PRESS RELEASE  2020/9/28   
 

新型コロナウイルス唾液 PCR 検査の精度が約 90％であることを 
世界最⼤規模の研究により証明！ 

 
【概 要】 

これからの新型コロナウイルスの感染爆発を防ぐには、濃厚接触者など無症状者から新型コロナ
ウイルス感染者を発⾒し、感染伝播をブロックすることが重要になります。今まで、初期の⼩規模
な研究結果より、PCR 検査の感度は 70％程度と考えられており、さらに唾液 PCR 検査の感度は明
確ではありませんでした。 

今回、北海道⼤学⼤学院医学研究院の豊嶋崇徳教授らの研究グループは、約 2000 例という過去
世界最⼤の症例における唾液と⿐咽頭ぬぐい液の診断精度の⽐較を⾏いました。それぞれの感度は
83-97％対 77-93％、特異度は両者とも 99.9％以上でした。また、陽性例のウイルス量は両者で同
等でした。 

以上の結果から、PCR 検査の感度は従来いわれていた 70％を遥かに上回る約 90％であり、特異
度も極めて⾼く、信頼できる検査であることを明らかにし、⿐咽頭ぬぐい液、唾液ともに使⽤でき、
より安全で簡便に採取できる唾液を⽤いたスクリーニング検査は標準法として適切であると結論
づけました。 

 

     
図：⿐咽頭ぬぐい液と唾液による PCR 検査の感度と特異度 

感度は感染者のうち陽性判定された割合、特異度は⾮感染者のうち陰性判定された割合を⽰す。 
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【背景】 
新型コロナウイルスの感染対策には、濃厚接触者など無症状者から感染者を同定し、感染伝播をブ

ロックする必要があります。しかし、無症状者における PCR 検査の感度は明確ではありませんでした。 
 
【研究⼿法】 

国際便での空港検疫および保健所での濃厚接触者、計 1924 名の無症状者から唾液と⿐咽頭ぬぐい
液を採取し、PCR 検査を実施しました。 
 
【研究成果】 

陽性者は唾液 48 例、⿐咽頭ぬぐい液 46 例であり、それぞれの感度は 83-97％対 77-93％、特異度
は両者ともに 99.9％以上でした。また、陽性例のウイルス量は両者で同等でした。 
 
【今後への期待】 

⾃⼰唾液採取は安全で簡便であり、⿐咽頭ぬぐい液の採取場所や採取者、感染防御具を必要とせず、
採取者の感染リスクや被採取者の不快感もないため、スクリーニング検査の標準法として推奨できま
す。 
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